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• これまでDaigasグループは、

「カーボンニュートラルビジョン」や「エネルギートランジション2030」の公表を通じて、

２０５０年のカーボンニュートラル実現への挑戦を表明し、新たな取り組みによる知見をもとに

2030年までのエネルギートランジションに向けた考え方や具体的な方策を示してきました。

• その後、多数の再生可能エネルギー電源開発、複数のe-メタン製造プロジェクトの立ち上げ・推進、

脱炭素化に資する革新的な技術開発の進展等により、未来に向けた活動を着実に深化させています。

• また、ロシアによるウクライナ侵攻や中東情勢の緊迫化といった国際的な地政学リスクが高まる中、

エネルギーのカーボンニュートラル化と安定供給の両立が一層求められるようになっています。

• このような未来に向けた活動の加速やエネルギーに関連する事業環境の変化を踏まえ、２０５０年のカーボンニュートラル実現に向けてエネルギートランジションのロードマップ

をより明確にすると共に、皆さまとミライ価値を共創※1していくためのソリューションをまとめた「エネルギートランジション2050」を策定しました。
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エネルギー(熱・電気)の脱炭素化により、

2050年のカーボンニュートラル実現への挑戦を表明

エネルギートランジション2030 （2023年3月公表）

主に2030年に向けたトランジションの

具体的な取り組み・ソリューションを提示
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エネルギートランジション2050 （2025年2月公表）

※1：ミライ価値＝「低・脱炭素社会実現」「Newノーマルに対応した暮らしとビジネスの実現」「お客さまと社会のレジリエンス向上」など、Ｄａｉｇａｓグループが社会の課題解決に向けて皆さまと創り出していく新たな価値
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エネルギートランジション2050に込めた想い

いま、世界は“カーボンニュートラル(CN)”という

新たな未来の日常へと変わるためのターニングポイントに直面しています。

“子供たちに美しい地球を届ける” そのスタート地点に立っているのです。

Daigasグループは2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、

再生可能エネルギーだけでなく水素などの次世代エネルギーの導入も含め、

多様な選択肢を追求しながらエネルギートランジションを推進することで、

皆さまと共にCO2排出を削減していくことに挑戦しています。

そして、新しいエネルギーへのトランジションには、安全性はもちろんのこと、

台風や地震などの自然災害でも途絶えない供給安定性の確保が前提となり、

経済性も踏まえて着実に環境性を高めていくことが求められます。

私たちはこの原則を大切にしながら、皆さまと一緒になって社会課題を

解決するための新しい“CN”のミライ価値を共創していくことにより、

皆さまのウェルビーイングな暮らしの実現やサステナブルなビジネスの進化に

貢献していきたいと考えています。

決して簡単な道のりではありませんが、私たちには“挑戦”する使命があります。

これからの時代を歩むDaigasグループの志と共に。
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今日の安心をまもり、未来の日常をつくる
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1.  カーボンニュートラル実現に向けた全体像



• 社会が低・脱炭素化を目指すトランジション（移行）期に、Daigasグループは総合エネルギー企業としてエネルギーのS+3E※1を踏まえながら

熱・電気のカーボンニュートラル化、ネガティブエミッション※2の取り組みを加速させ、皆さまと共に社会全体のカーボンニュートラル化を促進

Daigasグループによるエネルギーのカーボンニュートラル化の全体像
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⚫ 再生可能エネルギーの更なる普及拡大

(太陽光・風力・バイオマス等)

⚫ 蓄電池による安定供給への貢献

⚫ 火力電源のゼロ・エミッション化への取り組み

電気エネルギーの

カーボンニュートラル化

ネガティブエミッションの

取り組み

32 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み お客さまへお届けするソリューション1 カーボンニュートラル実現に向けた全体像

⚫ 天然ガスによる安定供給・低炭素化への貢献

⚫ 天然ガスからe-メタンへのシームレスな移行による脱炭素化

⚫ e-NG※3 Coalition等の国際連携によるe-メタン普及拡大

⚫ 将来のSOECメタネーション技術革新によるe-メタン普及加速

⚫ H-to-A 産業※4等から排出される大量のCO2を回収し

国内外の地下貯留地でのCCS※5により直接削減

⚫ 持続的な森林開発・管理によるCO2の直接除去

⚫ お客さまのニーズに合わせたカーボンクレジット活用

熱エネルギーの

カーボンニュートラル化

Economic Efficiency

経済性Environment

環境性

カーボンニュートラル

実現

+
Safety

安全性 Energy Security

安定性(供給)

※1：S+3E＝安全性(Safety)、安定供給(Energy Security) 、経済効率性(Economic Efficiency) 、環境性(Environment) ※2：ネガティブエミッション＝大気中に蓄積している温室効果ガスを回収・除去する技術の総称

※3：e-NG＝electric natural gasの略称。e-メタンの欧米における別称 ※4：H-to-A産業＝CO2排出削減が困難な産業(Hard to Abate） ※5：CCS＝二酸化炭素の回収・貯留(Carbon dioxide Capture and Storage)



経済性  （CNエネルギーは高コスト）

安定性  （CNエネルギー生産は特定地域に偏在）

環境性  （従来エネルギーは低コスト・CO2排出量多）

安定性  （従来エネルギーの方が安定的に供給）

経済性  （多重化・分散化によるコスト上昇）

環境性  （再生可能エネルギーは天候により変動）

⚫CNエネルギーの普及・拡大には技術革新による低コスト化・大量生産の複数拠点化が不可欠

⚫エネルギー供給に関する３Eのトリレンマを踏まえると、CNエネルギーへのトランジションには多様な選択肢が必要

≈

環境性

経済性

安定性

エネルギー供給に関する 3Eのトリレンマ

≈

Environment
環境性

Economic
Efficiency

経済性

Energy
Security
安定性(供給)

Safety
安全性

低・脱炭素化への

トランジション

• 低・脱炭素化へのトランジションに向けて、エネルギー供給に関する3Eのトリレンマを踏まえた多様なエネルギーの選択肢が必要

• Daigasグループの基本方針として、安全性を大前提に供給安定性を最も重要視しつつ、環境性・経済性の様々な選択肢をお客さまにご提案

エネルギー供給の基本的な考え方

⚫ 国際情勢リスク（国際紛争）

⚫ 地政学リスク（エネルギーの低自給率）

⚫ 自然災害リスク（地震・台風）

⚫ パンデミックリスク（COVID-19）

⚫ 規制リスク（カーボンプライス）

⚫ 為替リスク（円安）

エネルギー供給で考慮すべきリスク
…

エネルギー供給の基本的な考え方

安全性を大前提とし、厳冬・酷暑や自然災害でもエネルギー供給を停止させない供給安定性を最も重要視しつつ

時代によって変化するお客さまのニーズに合わせて環境性・経済性の様々な選択肢をお客さまにご提案する

S＋3E

日本のエネルギー自給率は 12.6%※1

→ 海外からのエネルギー輸入に依存

Daigasグループ

基本方針
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※1：2022年度 エネルギー需給実績（確報）

32 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み お客さまへお届けするソリューション1 カーボンニュートラル実現に向けた全体像

Daigasグループは3つの E を同時に満たすことに挑戦



環境性

経済性 安定性（供給）

エネルギートランジションの複数シナリオ

パターンによって3Eのトリレンマのバランスは異なる

✓ 脱炭素社会への移行は高コスト

✓ 低コスト化には技術革新が必要

✓ 更なる供給安定性の確保が課題

環境性

経済性 安定性（供給）

✓ 低炭素化は既存技術の徹底的な活用で対応可能

✓ CNエネルギーの低コスト化まで着実に推進することが重要

✓ 再エネ等の増加に伴い供給安定性の確保が課題

環境性

経済性 安定性（供給）

✓ 経済性を重視してエネルギーを選択

✓ 供給安定性を確保

✓ 気候変動対応が課題として顕在化

国際情勢や制度動向によって

どこまで進展するかは予測困難

低炭素化への着実な移行

（既存技術の活用等）

脱炭素化がどのようなペースで

移行するかは不透明

3Eのトリレンマ
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1. 経済性重視パターン

2020年までの社会

2. 低炭素化進展パターン

既存技術・燃料転換の活用

3. 脱炭素化加速パターン

CNエネルギーへの転換

32 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み お客さまへお届けするソリューション1 カーボンニュートラル実現に向けた全体像

Daigasグループは3つのEを

同時に満たすことに挑戦

• 今後の国際情勢や制度動向によって事業環境が変化するため、世の中の脱炭素化がどこまで、どのように進展するかは予測が困難

• 特に、脱炭素社会へのトランジション期におけるCNエネルギーへの移行は、コストに対する社会的受容性や技術の進展を踏まえる必要がある

→ 3Eのトリレンマのバランスを踏まえたエネルギートランジションの複数シナリオが考えられ、エネルギー選択の柔軟性の確保が重要



カーボン
ニュートラル
社会の実現

熱エネルギー
カーボン
ニュートラル化

電気エネルギー
カーボン
ニュートラル化

ネガティブ
エミッション

CCS※3（H-to-A 産業※4を中心としたCO2排出者からのCO2を回収／将来は大気中のCO2を回収）

森林吸収プロジェクトへの出資・参画／カーボン・オフセット都市ガスの利用

水素・アンモニア利用を検討

アンモニア・バイオマス利用等を検討

Daigasグループによるエネルギーの低・脱炭素化ロードマップ

• 2030年までは省エネや既存技術を活用した低炭素社会へのトランジション、2030年からはCNエネルギ－導入による脱炭素社会への

トランジションを進め、2040年から革新技術によるCNエネルギーの普及を拡大・加速して、エネルギートランジションを牽引

• 総合エネルギー企業としてS+3E※1を踏まえた最適なソリューションをご提案し、皆さまと共にカーボンニュートラル社会の実現を目指す

2020 2030 2040

脱炭素社会へのトランジション期
（CNエネルギーの初期導入＋政策支援）

CNエネルギーの普及拡大・加速期
（革新技術の社会実装）

再生可能エネルギー電源開発 （太陽光 ・ 陸上風力 ・ 洋上風力 ・ バイオマス）/蓄電池の活用

石炭（臨海部）

石炭・石油
(熱源・船舶燃料等)

天然ガス高度利用 e-メタン・バイオメタンへの移行

天然ガス転換 e-メタン・バイオメタンへの移行

新規利用（水素・アンモニア利用 発電所近傍等）

天然ガス火力発電
e-メタン・バイオメタンへの移行／水素やCCS利活用等の活用

電力の高度利用（VPP※２実証・需給マネジメントシステムの高度化） VPP実装・需給マネジメント確立

火力電源ゼロ・エミッション化

更なる普及拡大

e-メタン・バイオメタン導入加速

e-メタン・バイオメタン導入加速

2050

低炭素社会へのトランジション期
（天然ガス高度利用・省エネ）
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革新技術導入
SOECメタネーション

e-メタン
本格導入開始

32 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み お客さまへお届けするソリューション1 カーボンニュートラル実現に向けた全体像

※1：S+3E＝安全性(Safety)、安定供給(Energy Security) 、経済効率性(Economic Efficiency) 、環境性(Environment)

※2：VPP＝Virtual Power Plantの略称で、情報通信技術等により、アグリゲーターと呼ばれる事業者が 分散電源等を統合的に制御することで、あたかも一つの発電設備のように機能する仮想発電所のこと

※3：CCS＝二酸化炭素の回収・貯留(Carbon dioxide Capture and Storage) ※4：H-to-A産業＝CO2排出削減が困難な産業(Hard to Abate）



Daigasグループの

CO2排出量は増加

(天然ガスの販売増加)
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“社会全体のCO2排出削減貢献”を測る指標の必要性

• 熱エネルギーのカーボンニュートラル化に向けて、確実な低炭素化に繋がる燃料転換（石炭・石油→天然ガス）はトランジション期に有効な手段

• 天然ガスの利用拡大により社会全体のCO2排出量は大きく減少するものの、Daigasグループのサプライチェーン全体のCO2排出量は増加

• 社会全体のCO2排出削減を測る指標として“CO2排出削減貢献量”は重要な指標であり、Daigasグループとして積極的に推進・活用

旭化成㈱ 延岡地区様

石炭から天然ガスへ転換
（火力発電）

CO2排出量 ▲16万t/年

東洋紡㈱ 岩国事業所様

石炭から天然ガスへ転換
（火力発電）

CO2排出量 ▲8万t/年

燃料転換の提案

Daigasグループ

※１：「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」(経済産業省・環境省)に基づき作成

CO2排出削減貢献量 ⾃社の製品・サービスによって他者のCO2排出量削減に、いかに貢献したかを定量化したもの

Daigasグループによる 燃料転換 (石炭→天然ガス)

事例1

事例2

同一熱量あたりのCO2排出量※1

石炭

100
天然ガス

55

▲45%

お客さまの

CO2排出量は減少

事例

工場
⚫ 燃料転換によって、お客さま先と共に

地域の大幅な低炭素化を実現

→ 社会全体のCO2排出量を削減

⚫ 一方、お客さまの天然ガス利用により、

DaigasグループのCO2排出量は増加 CO2 CO2

Daigas
グループ

CO2

排出量

Daigas
グループ

CO2

排出量

社会全体の
CO2排出削減を示す指標

“CO2排出削減貢献量”

燃料転換 後燃料転換 前

“CO2排出削減貢献量” の概念図

社
会
全
体
の
排
出
量
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• 中長期の事業環境には様々な不確実性が存在することから、Daigasグループとして複数シナリオを想定(シナリオA・Bは国のシナリオ※1と整合)

DaigasグループのCO2削減ロードマップ

32 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み お客さまへお届けするソリューション1 カーボンニュートラル実現に向けた全体像
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シナリオ A 革新技術拡大シナリオ※1

シナリオ B 技術進展シナリオ※1

シナリオ C 低炭素化推進シナリオ

CNエネルギーの普及拡大・加速期脱炭素社会へのトランジション期低炭素社会へのトランジション期

▲500

▲1,000

国内
サプライチェーン

CO2排出量
（Scope 1・2・3）

社会全体への
CO2排出

削減貢献量

▲60

省エネ推進

e-メタン導入
e-メタン普及等

燃料転換

LNGバンカリング普及

石炭・石油等から天然ガスへの転換

省エネ技術(コージェネレーション等)の導入

再生可能エネルギーの拡大

エネルギー
トランジション

シナリオ

2030年以降は複数のシナリオ想定

事業環境変化に柔軟に対応

最大

▲1,500

最大

▲1,000

更なる燃料転換・

CCS導入等

CN達成

• CO2排出削減量 : ▲500万㌧
• CO2排出削減貢献量 : ▲1,000万㌧
• 再エネ普及貢献量 : 500万kW
• 国内電力事業の再エネ比率: 50%程度
• e-メタンの導入 : 1%
• 自社オフィスビル/社用車のCO2排出ネット・ゼロ化

• CO2排出削減量 : ▲1,000万㌧

• CO2排出削減貢献量 : ▲1,500万㌧

• 再エネ普及貢献量 : 1,000万kW

• ガスCN化率 : 40%

（e-メタン・バイオメタン・カーボンクレジット等
多様な選択肢を組み合わせて取り組む）

２０３０年目標

複数シナリオ

複数シナリオ

今後の国際情勢、制度支援等の外部要因に大きく影響を受けることから、事業環境変化に応じてシナリオを見直す可能性がある

CCS普及拡大等

2017年 2020年 2030年 2040年 2050年

[万㌧/年]

シナリオAにおける２０４０年想定

SOECメタネーションによる
e-メタン普及拡大・加速

CN達成

DACCS※2 
普及拡大等

Scope 3

Scope1+2

3,200

※1：日本の第7次エネルギー基本計画で示されているエネルギー需給見通しのシナリオ        ※2：DACCS＝二酸化炭素の分離・回収するDAC技術と地中に貯留するCCS技術を組み合わせた技術 (Direct Air Carbon Capture and Storage) 

高効率天然ガス
火力発電導入 火力発電

ゼロ・エミッション化

天然ガス ⇔ e-メタン
シームレスな移行が可能

（事業環境に応じた選択の柔軟性）

C

B
A

C

B

A

＞資料を見る 

＞ 資料を見る

https://www.daigasgroup.com/files/data/sustainability/reportpolicy/sustainability_report/report2024_32-37.pdf#page=1
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Energy Transition 2050

2.  エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み



• 日本の民生・産業エネルギーの6割を占める熱エネルギーの中でも高温域は電化が困難なため、脱炭素化には水素キャリア※1の利用が不可欠

• 水素キャリアにはそれぞれの特徴に合わせて利用用途に応じた複数の選択肢があり、熱エネルギーの低・脱炭素化には多様なパスウェイが存在

熱エネルギーのカーボンニュートラル化の方向性

12

石炭

天然ガス

天然ガス

石炭

石油

ジェット燃料

H-to-A産業※2

船舶
(バンカリング)

都市ガス

火力発電

航空機

出典： エネルギー白書2020を

もとに日本ガス協会が作成

※1：水素キャリア=水素社会推進法において「水素等」は「水素及びその化合物(アンモニア、カーボンリサイクル燃料(e-メタン、SAF、e-fuel等))」と定義されており、「水素等」の総称を「水素キャリア」と呼称

※2：H-to-A産業＝CO2排出削減が困難な産業(Hard to Abate）

水素

アンモニア

e-メタン

e-メタノール

e-fuel、SAF

水素キャリア

・燃焼しやすく、燃焼してもCO2が出ない

・液化温度：-253℃ (天然ガス：－162℃)

・燃焼速度が速い (天然ガスの約8倍)

・石炭燃焼技術を活用可能

・液化温度：-33℃ (天然ガス：－162℃)

・燃焼速度が遅い (天然ガスの約1/5倍)

・既存燃料とほぼ同じ成分

・既存インフラ・燃焼機器が利用可能

・CO2排出計上ゼロ（CO2をリサイクル）

アンモニア

水素

e-メタン

e-メタン

アンモニア

水素

e-fuel

e-メタン

天然ガス e-メタン

カーボンリサイクル燃料

SAF

e-メタノール

日本の民生・産業部門の

用途別エネルギー量

熱

約60%

電力

約30%

非エネルギー
(原料)
約10% 6割は熱需要

民生・産業部門の
エネルギー消費量

約9,700PJ/年

熱の利用用途と温度レベル

出典：水素・燃料電池戦略協議会資料に加筆

天然ガス

H2

NH3

天然ガスで作ることができる熱

エネルギーの使用用途 熱エネルギーの低・脱炭素化のパスウェイ

高温域は電気での代替が困難

＞資料を見る 

＞ 資料を見る

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2023/__icsFiles/afieldfile/2023/03/30/230309_4_1_1.pdf#page=8


都市ガスのカーボンニュートラル化を担う “e-メタン”

• 水素とリサイクルされたCO2
※1を合成して製造するe-メタンは、天然ガスとほぼ同じ成分であることから既存の都市ガスサプライチェーンを

そのまま利用して供給が可能な水素キャリア（水素は、天然ガスと物理特性が異なるため、都市ガスサプライチェーンをそのまま使った供給は困難）

• 都市ガスを利用されているお客さまは燃焼機器などの設備を変更すること無しに、カーボンニュートラルな燃料であるe-メタンの利用が可能
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再生可能エネルギー

CO2

大気に排出

排出計上済みの

CO2を回収・再利用

家庭用

工業用

業務用

e-メタン燃焼時

CO2排出計上ゼロ

工場 等

CO2を再利用

水素キャリアとして

e-メタンに変換

e-メタンを作る技術

“メタネーション”

水素とCO2から

触媒反応で

大量・安価に

e-メタンを合成

天然ガスとほぼ同じ成分で

あることからe-メタンは

都市ガスサプライチェーンを

そのまま利用して供給可能

カーボンリサイクル燃料
（e-メタン、e-fuel、SAF等）

お客さま 燃焼機器CH4
e-メタン

H2
水素

CO2
二酸化炭素

LNG輸送船 LNG受入基地

都市ガス

パイプライン

都市ガスサプライチェーン

H2O
水

“メタネーション”

お客さまは設備を変更すること無しに

e-メタンの利用が可能

H2

CO2

メタネーション

（触媒反応）

CH4
e-メタン

※1：バイオ由来のCO2や将来的にはDAC（Direct Air Capture：大気中の二酸化炭素を直接吸収・除去する技術）由来のCO2も活用することを想定

リサイクル

天然ガスから徐々にe-メタン供給へ切替え

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



H2

CO2

工場

e-メタン燃焼時

CO2排出計上 ゼロ

e-メタンによるCO2削減効果

• お客さまが利用する天然ガスをe-メタンへ切替えていくことは、社会全体で排出されるCO2の大幅な削減に貢献

• Daigasグループは、“e-メタン普及による社会全体のCO2排出削減”を重要戦略の1つと位置付け、e-メタンの製造や技術開発を積極的に推進

（カーボンリサイクルによってCO2削減効果が生じるため、e-メタンを利用されるお客さまのe-メタン燃焼時のCO2排出計上はゼロとなる）

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション

e-メタン利用

CO2排出＋100

回収・リサイクル

天然ガス利用

CO2排出＋100 CO2排出＋100

天然ガス利用

e-メタン利用

回収・リサイクル

e-メタン製造

天然ガス生産

CO2排出

合計

＋200

CO2排出

合計

＋100

▲100CO2排出 0

天然ガス利用時の大気へのCO2排出

e-メタン利用時の大気へのCO2排出

カーボンリサイクルのCO2削減効果を反映 CO2排出計上 0

※1：将来、技術革新によって大気中から直接CO2を回収するDAC(Direct Air Capture)やバイオ由来CO2を安価にしていくことも検討し、これらのCO2を原料として利用することによってCO2排出＋100をゼロとすることも目指す

▲100＋100
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e-メタン利用

▲100 ＋100 

CO2

工場

カーボンリサイクルによる

CO2排出計上の考え方

CO2排出計上＋100※1

e-メタン製造

H2

都市ガス利用者

CO2

e-メタンへの

切替えに伴う

CO2削減効果

オフセット

CO2

工場

都市ガス利用者

CO2

都市ガス利用者

CO2



環境性

安定性

経済性

• 石炭・石油から天然ガスへの燃料転換による大幅な低炭素化と共に、NOx・SOxの排出量削減による環境負荷低減も実現

• 更に、天然ガスからe-メタンへのシームレスな移行による脱炭素化が可能であり、トランジション期の経済性や供給安定性を高い次元で両立

天然ガスシフト・e-メタン利用によるトランジション

天然ガス石炭・石油 e-メタン

CH4

天然ガスe-メタン製造

環境価値CH4

クリーンガス

CH4

クリーンガス証書

クリーンガス相当量認証

バイオメタン製造
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環境価値の移転

家庭用コンロによるe-メタンの燃焼状況経済性

───

安定性

環境性

※1：「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」(経済産業省・環境省)に基づき作成

※2：「IEA (国際エネルギー機関) Natural Gas Prospects to 2010」(1986年)

※3：火力発電所の大気影響評価 技術実証調査報告書 1990年3月/ エネルギー総合研究所

LNG価格推移イメージ スポット

価格上昇

長期契約価格

需給によりスポット契約による

調達価格は大きく変動する一方、

長期契約による調達価格は安定的

石炭 石油 天然ガス

100

75

55

CO2排出量 ※1 
グラフ中の数字は石炭を100とした場合の数字

• 天然ガスとほぼ同じ成分であるため、お客さまの燃焼機器を交換する

必要がなく、既存のオペレーションが変わらないシームレスな移行が可能

• 既存インフラを活用可能であるため、燃料転換による社会コストを低減

• 石炭・石油から天然ガスへの燃料転換により大幅なCO2削減

• コージェネによる高効率な省エネ機器の導入で更なるCO2削減を実現

• SOx排出量ゼロ、NOx排出量も大幅に削減して環境負荷も低減

• 天然ガスの長期契約により厳冬・酷暑や自然災害でもエネルギー供給を

停止させない供給安定性の実現や、価格のボラティリティ上昇を抑制

• 排出計上済みのCO2リサイクルにより、e-メタン燃焼時のCO2排出計上ゼロ

• 天然ガス火力発電の燃料を天然ガスからe-メタンに切替えることによって、

火力発電による電気エネルギーの脱炭素化が可能

• クリーンガス証書制度により、環境価値の認証や移転を実現

• 既存インフラを使って天然ガスと

e-メタンを同時に供給ができること

から、e-メタンの供給が不足する

場合でも一時的に天然ガス利用へ

戻せるため、高い供給安定性を確保
→ 天然ガス燃焼時と同じe-メタンの炎

クリーンガス

環境価値の移転SOX排出量 ※3

石炭 石油 天然ガス

100

68

0

NOX排出量 ※2

石炭 石油 天然ガス

100

71

20

37

〜

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



奈良県

淡路島

琵琶湖

大阪府

岡山県

和歌山県

滋賀県

京都府

兵庫県

• 水素キャリアであるe-メタンは天然ガスと同時供給が可能なため、クリーンガス証書を使ってお客さまのニーズに合わせた比率調整が容易

• 都市ガスパイプライン供給網を活用したe-メタン供給により、供給エリア全域で早期・面的に水素利用のメリットを享受することが可能

都市ガスのシームレスなカーボンニュートラル化

姫 路 製 造 所
（LNG受入基地）

泉 北 製 造 所
（LNG受入基地）

LNG輸入(既存インフラ活用) 既存のパイプラインをそのまま利用可能

需要地

水素キャリアである e-メタンを活用

都市ガス供給エリア全域で早期・面的に

水素利用のメリットを享受することが可能

天 然 ガ ス

受入基地

CH4

化石由来

+

クリーンガス
証書

比率調整が容易
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※1：大阪ガスネットワークの導管網の総延長(2025年1月時点)

お客さまのニーズに

応じて調整可能

都市ガスパイプライン

約 63,000km※1

CH4

e-メタン

顧客A 顧客B 顧客C 顧客D 顧客E

ガス種別の異なるエネルギー転換は極めて困難

天然ガス

石炭・石油系ガス

e-メタン

⚫ 対 象 戸 数

⚫ 実 施 期 間

⚫ 対応要員数

⚫ 転換機器数

： 約 440万戸

： 1975～1990年

： 最大 約 3,000名

： 約 2,300万台

当社による天然ガス転換事例

ガス種別が
大きく異なる

天然ガスとe-メタンはほぼ同じ成分

であるため、シームレスな移行が可能

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



台 湾
• CPC

e-メタンのサプライチェーン構築に向けた挑戦
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韓 国
• SAMSUNG E&A 

• SK E&S

• KOGAS

マレーシア
• PETRONAS

国際市場形成への
取り組み

産ガス国の新たなエネルギー産業 アジアのe-メタン利用による脱炭素化日本の脱炭素化・エネルギー安全保障

当社が製造プロジェクトを検討

当社と利用協議を実施

e-NG Coalitionメンバー

• 三菱商事

• 東京ガス

• 東邦ガス

• INPEX

• IHI

• 川崎汽船

（2025年1月末時点の主な協業先）

ペルー
• PERU LNG

日 本
• ENEOSフランス

• TotalEnergies

• Engie

• Sempra Infrastructure

• Terraform Industries

• Standard Carbon

• StormFisher Hydrogen 

⚫エネルギーセキュリティ向上

・既存天然ガス・LNG出荷設備

を利用可能

・国内外の複数拠点化により

地政学リスクを低減し、

安定供給に寄与

⚫アジアでの普及拡大

・e-メタン利活用に向けて

海外のエネルギー事業者との

協議を実施

国内外のe-メタン

サプライチェーン構築

• 2030年1%導入を起点に、2050年に向けた導入拡大やアジアの脱炭素化貢献を通じて国内外のe-メタンサプライチェーン構築を実現

• 様々なパートナーとグローバルにe-メタン製造プロジェクトを推進しつつ、e-NG※1 Coalition への参画を通じてe-メタンの普及拡大を主導

• e-メタン製造は日本の競争力ある産業基盤を強化するとともに、新たな成長産業として日本・アジアの経済成長へにも貢献

※1：electric natural gasの略称。e-メタンの欧米における別称

ドイツ
• RWE

UAE
• MASDAR

ベルギー
• TES

シンガポール
• City Energy

アメリカ
• Tallgrass

カナダ
• Teralta

オーストラリア
• Santos

イギリス
• Shell

⚫ e-メタン等の国際市場形成

を目指す団体を設立し、

当社を含む日米欧の19社

が参画

⚫団体への参画・協賛企業を

増やし、e-メタン等の国際

的認知度向上、取引・環境

制度形成へ取り組む

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



• Daigasグループは2004年から再生可能エネルギー発電事業に参画し、これまで太陽光・バイオマス・陸上風力・洋上風力など

幅広い電源種の開発・調達を通じて、国内外の再生可能エネルギーの普及に貢献（2024年12月末時点 再エネ普及貢献量356万kW達成）

• 2050年のカーボンニュートラル社会実現とエネルギーの安定供給の両立が必要であり、今後も洋上風力発電や蓄電池事業を推進することで、

再生可能エネルギーの拡大と電力系統の安定化の双方を実現

再生可能エネルギー普及拡大の取り組み

再エネ普及
貢献量

356万kW※1 ⚫再エネ普及拡大による系統電力の

ピークシフトニーズ増大に伴い、

2023年度より系統用蓄電事業に参入

(千里蓄電所、武雄蓄電所)

⚫今後は、太陽光発電などの

“再エネ電源併設型”の蓄電池にも参入し、

再エネの普及拡大と電力系統の安定化に

貢献する

⚫新潟県村上市及び胎内市沖(着床式、約68万kW)、

長崎県五島市沖(浮体式、約1.7万kW)において、

パートナー企業とともに開発中

⚫引き続き、国内で導入ポテンシャルの大きい

洋上風力へ挑戦し、再生可能エネルギーの普及拡大を加速

※1：国内外の再エネ電源開発・調達(2024年12月末時点)

⚫2004年の再生可能エネルギー事業参入以来、

400件以上の太陽光・バイオマス・陸上風力・洋上風力を開発・保有

⚫自社単独だけではなく、パートナーとの

連携も含めて今後も更に開発を拡大していく

太陽光発電

バイオマス発電

陸上風力発電

洋上風力発電

2030年度
500万kWを目指す

バイオマス発電所

日本全国・各地で
再エネ電源を開発
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全国での再生可能エネルギー開発を推進 洋上風力発電への挑戦

蓄電池事業への参入

充放電

系統連系

充電

蓄電池

太陽光発電電力系統

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



再生可能エネルギーとゼロ・エミッション火力発電のベストミックス

• 今後、変動性の高い再生可能エネルギーが拡大していく中、安定的な電力供給の実現には出力調整が容易な天然ガス火力発電が必要不可欠

• Daigasグループは、低炭素な天然ガス火力発電も活用したベストミックスによって、S+3E※1のバランスの取れた電気エネルギーの供給を実現

• 主力電源である泉北天然ガス発電・姫路天然ガス発電について、様々な手段の可能性を検討することで2050年ゼロ・エミッション化を目指す
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天然ガス

姫路天然ガス発電所
(1,2号は建設中、3号は計画中のためイメージ図)

泉北天然ガス発電所

⚫ 電気を安定供給するためには需要と供給を一致させる必要がある

⚫ 火力発電により出力調整を行うことで、再生可能エネルギー(太陽光発電等)の出力変動や

季節間の需要変動により生じる過不足を吸収し、需要と供給を一致させることが重要

※1：S+3E＝安全性(Safety)、安定供給(Energy Security) 、経済効率性(Economic Efficiency) 、環境性(Environment)
※2：各送配電事業者(沖縄以外)にて公開されている需給実績より当社作成

2050年ゼロ・エミッション

バイオメタン

CH4
e-メタン CCS

H2
水素

S+3Eのバランス調整を担う火力発電 火力発電のゼロ・エミッション化

再エネの出力変動や

季節間の需要変動を

火力発電で調整

16,000万

12,000万

8,000万

4,000万

0 

4月 8月 10月 12月 2月 4月6月

火力発電

太陽光発電

水力発電

バイオマス、
地熱、風力発電

原子力発電
2024/2023 /

電力需要※2

【長期の需要変動】
季節間の需要変動により
約5,000万kWの増減

【短期の出力変動】
天候等の日々の気象条件により
約3,000万kWの太陽光発電の出力が増減

[kW]

⚫ 当社の主要な火力発電の燃料は天然ガスであり、CO2排出量は石炭と比較して

約半分であることから低炭素化に寄与

⚫ 今後はe-メタン・バイオメタン利用、水素利用、天然ガス+CCS等の可能性

を検討することで当社主力電源の火力発電のゼロ・エミッション化を目指す

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



⚫森林ファンド※3による持続的な森林開発・管理により、CO2吸収・炭素固定の機能強化

• Daigasグループはエネルギーのカーボンニュートラル化だけでなく、H-to-A 産業※1等から排出される大量のCO2に対して、

CCS※2や森林吸収といったネガティブエミッションに取り組み、お客さまのCO2排出量の削減と国内産業の持続的な成長を支える

ネガティブエミッションに向けた取り組み
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⚫ニーズに合わせたカーボンクレジットの活用

(カーボン・オフセット都市ガス※4の供給等)により、

ステークホルダーの皆さまの脱炭素化実現に寄与

Eastwood Forests社提供

クレジット創出例持続的な森林開発

遮へい層
泥岩などの層で、CO2

を通さず、貯留層に
CO2を封じ込める

遮へい層

貯留層
隙間の多い砂岩などの
層で、隙間にCO2を
貯留する

圧入施設 (CO2分離・回収基地)

圧入施設
海底パイプライン

圧入井

坑口装置

圧入されたCO2

海上

圧入施設

世界に先駆けて構築した

生成AIによる

カーボンクレジット

品質評価システム活用

CO2

CO2を直接除去

カーボン

クレジットを

創出

CO2

CO2

吸収量

UP

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

カーボン
オフセット

+
−０

排出吸収 CO2

• AIカーボン社※5との豪州に

おける原生林再生プロジェクト

• フィリピンにおける、

水田由来クレジット

創出事業※6(JCM初認定）

CCSの取り組み 森林吸収／カーボンクレジット活用の取り組み

液化CO2輸送船(海上輸送)

※1：H-to-A産業＝CO2排出削減が困難な産業(Hard to Abate）

※2：CCS＝二酸化炭素の回収・貯留(Carbon dioxide Capture and Storage)

※3：当社を含む日本企業10社で共同出資した住友林業グループ組成ファンド
Eastwood Climate Smart Forestry Fund Ⅰ

※6：水稲栽培における中干し期間の延長によるメタン排出量を削減することによるクレジットを創出

※4：天然ガスの採掘から燃焼に至るまでの工程(ライフサイクル)で発生する温室効果ガスを、新興国等における
環境保全プロジェクトにより創出された CO2 クレジットで相殺すること (カーボン・オフセット)により、
地球規模では、この天然ガスを使用しても CO2 が発生しないとみなされる都市ガスのこと

※5：Australian Integrated Carbon Pty Ltd

⚫工場や火力発電所等から排出されるCO2をお客さまと連携して回収し集積

（将来にはDACの活用も視野に入れて検討）

⚫回収したCO2は、CO2パイプラインや液化CO2輸送船で輸送し、CCSとして

国内外における地下の安定した地層へ貯留することにより、CO2削減を目指す

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



新たなCO2バリューチェーンの構築

• Daigasグループが、鉄鋼・セメント・化学等の産業界をはじめとしたお客さまから排出されるCO2をアグリゲーターとして集め、

CCU※1によるe-メタンの製造・供給と、CCS※2によるネガティブエミッションを組み合わせてCO2バリューチェーンを構築を目指す

• e-メタンの環境価値の管理やCO2流通の可視化を実現するCO2マネジメントシステムを開発し、カーボンリサイクル燃料への適用拡大も推進
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グリーン
LPG

e-methane e-fuel
SAF

国 内 海 外

余剰CO2

e-メタン
供給

e-メタン
供給

e-メタン海上輸送

CH4
e-メタン

CO2
二酸化炭素

CCS

CO2海上輸送

CH4
e-メタン

エネルギー利用者
・CO2排出者

CO2
二酸化炭素

パートナーとの
取り組み事例

CO2バリューチェーン CO2バリューチェーン

大気中
CO2

DAC

※1：CCU＝二酸化炭素の回収・利用（Carbon dioxide Capture and Utilization） ※2：CCS＝二酸化炭素の回収・貯留(Carbon dioxide Capture and Storage) ※3：「CO2NNEX」は三菱重工業の登録商標

※４：H-to-A産業＝CO2排出削減が困難な産業(Hard to Abate）

CO2マネジメントシステム
※3

三井化学と
CCUSの設計や経済性を評価

UBE三菱セメントと
CCUSの設計や経済性を評価

Shellと
CO2液化輸送・CCSの事業性を評価

三菱重工業と
CO2NNEXを共同で開発

CO2
アグリゲーター

e-メタン製造
自治体・産業界

との連携

環境価値

e-メタン利用
アジアでの利用拡大

e-メタン製造
産ガス国との連携

環境価値

e-メタン利用

船 舶
(重油燃料利用)

工 場
(石炭・石油利用)

H-to-A産業※4 

(鉄鋼・セメント等）

都市ガス利用者

天然ガス転換

→ e-メタン利用

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション



電動モビリティ向け 
蓄電池

カーボンニュートラル関連技術に関する取り組み

• サバティエメタネーションの大規模化による2030年のe-メタン社会実装を実現し、

高効率なSOECメタネーションによる2040年からのe-メタン普及加速を目指した戦略的な技術開発に注力

• 将来の再生可能エネルギー大量導入時に電力系統安定化に寄与する系統用蓄電池技術・サービスの開発をスタートアップ連携により推進

1  サバティエメタネーション

⚫意義 ： 既往技術の大規模化による社会実装の早期実現

⚫実証 ： INPEXとの共同NEDO事業※1

2  SOECメタネーション

⚫意義 ： 高効率化によるエネルギーコスト低減

⚫特長 ： SOEC共電解とメタネーションの一体化による高効率化、

水とCO2から直接メタンを合成

⚫実証 ： グリーンイノベーション基金事業※2

3  バイオメタネーション

⚫意義 ： 地産地消のエネルギー利用を促進

⚫特徴 ： 下水汚泥・生ごみ由来バイオガスの有効活用※3 ※4

⚫実証 ： 大阪・関西万博会場内での実証

1  バイオマスからの水素製造技術
  （ケミカルルーピング燃焼技術）※5

⚫意義： 水電解水素より安価なグリーン水素・

CO2・電気を同時に製造

2  水素・アンモニア燃焼技術

製 造

輸送・貯蔵

供給・配送

利 用

系統用蓄電池のマネジメント技術・劣化診断技術の開発

⚫意義 ： 安価で信頼性のあるリユース蓄電池で電力系統安定化に貢献

Bio-CLC※6プロセス
高濃度

CO2

H2

バイオマス
電気
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NExT-e Solutions Daigasグループ

リユース蓄電池の活用ノウハウ 電力トレーディング知見

電力市場

市場
取引

回収・
再利用

劣化診断技術を活用

リユース蓄電池も活用し
系統用蓄電池として運用

定置用
蓄電システム

■容量市場

■需給調整市場

■卸電力市場

新品蓄電池

リユース蓄電池

蓄電池
フォークリフト

EV

蓄電池関連技術メタネーション技術

水素・アンモニア関連技術

1  Direct Air Capture (大気からのCO2回収) 技術

⚫意義 ： 将来のネガティブエミッション達成に向け、必要不可欠な技術の開発・探索・評価

2  バイオ炭技術

⚫意義 ： バイオマスを炭化・地中貯留することでCO2貯蔵・土壌改良する技術の探索・評価

ネガティブエミッション技術

※1：NEDO助成事業 「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/CO2排出有効利用実用化技術開発 『気体燃料へのCO2利用技術開発』」
※2：NEDO・グリーンイノベーション基金事業 「合成メタン製造に係る革新的技術開発 『SOECメタネーション技術革新事業』」 ※3：国土交通省 「下水道応用研究」 ※4：環境省委託事業 「既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事業」
※5：NEDO委託事業 「CO2分離・回収型ポリジェネレーションシステム技術開発」 ※6：CLC（Chemical Looping Combustion）=ケミカルルーピング燃焼技術

SOECセルスタック

H2O

CO2

CH4

e-メタン

電気

提供 : INPEX

2030年頃のe-メタン商用化

2040年頃からe-メタン普及加速

e-メタン製造実証設備の
完成予想図

実証エリアの位置

サバティエメタネーション実証設備を建設中

大阪・関西万博における取組み
提供:2025年日本国際博覧会協会

1 エネルギー供給の低・脱炭素化に向けた取り組み2 3 お客さまへお届けするソリューション
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Energy Transition 2050

3.  お客さまへお届けするソリューション



地球に

社会に

ヒトに

Daigasグループが創出するソリューション 『３つの柱』
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1 お客さまへお届けするソリューション2 3

Daigasグループは、

カーボンニュートラル (CN) に取り組むことで

皆さまと一緒になって社会課題を解決するための

新たな “CN”のミライ価値 を共創します

この3つの視点を柱として、

様々なソリューションを開発・提供していきます

「地球に」 「社会に」 「ヒトに」

工業用・
業務用エネルギー

家庭用エネルギー

運輸用エネルギー
地域共創



• エネルギーの低・脱炭素化も含めた様々な経営課題を解決するために、日本全国の工業用・業務用のお客さまのニーズに応じて、

CN、３R、DXを軸にカスタマイズした価値提供型ソリューションをワンストップサービスとしてご提供

工業用・業務用エネルギーのソリューション ～経営課題の解決～

ガス・LNG

電力

燃料転換
脱炭素化

省エネ

需給
最適化

脱炭素化

エネルギー利用の動向イメージ

2050年2025年

循環型社会の実現に向けて

1 発生抑制

2 再利用

3
再生利用
(ケミカル/マテリアルリサイクル)

4 熱回収(サーマルリサイクル)

5 適正処分

循環型社会形成基本法で定められた

廃棄物処理の優先順位

地球温暖化への対応
温室効果ガスによる気候変動

環境汚染への対応
廃棄物による自然環境破壊

人材不足への対応
少子高齢化による生産年齢人口の減少

価値提供型ソリューション

創エネ
蓄エネ

Reduce

石炭・石油

Rank

Reuse

Recycle

日本の生産年齢人口と高齢化率

3RCN DX

2024年→2050年

生産年齢人口▲30%
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経営課題の例

地球に  社会に  ヒトに

出典 : 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口(2017年推計)」、
15年までは総務省「国勢調査」

エネルギーの低・脱炭素化 廃棄物削減・活用 データ・デジタル活用

1 お客さまへお届けするソリューション2 3



VOC

（揮発性有機化合物）

お客さま設備

製品

熱電気

Daigasエナジーがご提供するソリューション例

電力需給の最適化 再エネ電気供給の総合ソリューション 有機溶剤の再利用 AIと制御による最適化

D-Battery・D-Response D-Green D-Remove D-Airing

天然ガスの高度利用 オンサイト型太陽光発電 食品廃棄物の削減・再利用 IoTデータ取得と脱炭素化支援

コージェネレーション D-Solar D-Bio D-Fire

• 工業用・業務用のお客さまに対して、天然ガスの高度利用・蓄電池による省エネ・蓄エネ・BCP対策や、太陽光発電や食品廃棄物の再利用による

創エネ、IoTデータを活用した脱炭素化支援など、多種多様な価値提供型ソリューションをD-Lineupとしてスピーディーにご提案

工業用・業務用エネルギーのソリューション ～D-Lineup～

省エネ

発電時の排熱を有効利用した省エネ

停電時のBCP対策にも活用

熱エネルギーとして再利用設置困難な環境にも対応

屋根防水・野立て・カーポート・垂直型など

電力系統

Daigas

アグリゲータ

お客さま

放電・発電・節電

蓄電池
コージェネ

系統安定化

再エネ普及貢献

IoTソリューション

製品・エネルギーのIoTデータを活用した

脱炭素化コンサル

＞ D-Lineupについて

＞ D-Lineup について

CN エネルギーの低・脱炭素化 3R 廃棄物削減・活用 DX データ・デジタル活用

創エネ

蓄エネ

創エネ

廃棄物

廃棄物処理量削減

導入設備例

バイオガス・蒸気

地球に 社会に ヒトに
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再エネ電力

+

再エネ証書

お客さまニーズ毎の

多様なメニュー

工場
店舗

追加性 産地証明

省エネ 省エネ

CO2排出量
従来(燃焼処理)

（再利用）

VOC※ガス 電気

ゼロ

溶剤再利用

溶剤使用

製造工程

※温対法改正により、非エネ起源
CO2として報告が必要

省エネ性・快適性を実現する

空調性ソリューションサービス

ガス空調 電気空調

センサ カメラ
全熱交換機 ・温度

・湿度
・人流
・混雑度

省エネ制御 快適制御

DR指令

自動デマンド
レスポンス制御

気象予測データ等
活用し最適運用

自動VPP制御 省エネ制御

パーソナル空調

活性炭吸着

脱着・吸収

1 お客さまへお届けするソリューション2 3

https://ene.osakagas.co.jp/product/dlineup.html


電 気 ガ ス

Daigasグループが目指す次世代のスマートな暮らし

再エネ/ゼロエミ火力等によるCN実現 高効率機器・e-メタンによる省エネ・CN実現

カーボンニュートラルな電気とガスのベストミックス

• 電気とガスのベストミックスによるエネルギーマネジメントとIoTを組み合わせることで、家庭用のお客さまに対して

ウェルビーイングに繋がる新たなミライ価値(レジリエンス・環境性・経済性・安心安全・利便性・快適性)をご提供し、次世代のスマートな暮らしを実現

家庭用エネルギーのソリューション ～電気とガスのベストミックス～

レジリエンス

環 境 性

経 済 性

安心・安全

利 便 性

快 適 性

⚫ 自然災害による停電時でも、太陽光や

エネファームによりエネルギー（電力・熱）

を途絶なく継続的・安定的に供給が可能

⚫ 省エネを実現しつつ、太陽光をはじめと

する再エネやe-メタンによる

カーボンニュートラルな暮らしを実現

⚫ 省エネ、エネルギーマネジメントによる

エネルギー利用の最適化・経済性向上

⚫ 再エネと蓄電池を組み合わせることで

再エネ余剰電力の有効活用

⚫ 生活に便利な情報、気象・防災情報を

音声やメールでお知らせする

スマぴこやスマートロック等による

セキュリティ・見守りサービスとの連携

⚫ スマートリモコンやスマ-トフォンを使った

エネルギーマネジメントの

見える化や家電の遠隔操作を実現

⚫ ガス機器利用による快適性の実現

(ガス火の高火力・暖かな空間）

エネルギー
マネジメント

IｏT活用
生活の質の向上

EMS
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太陽光発電

エネファーム

蓄電池・EV

ヌック

防犯カメラ
スマートロック

スマートリモコン

カワック

コンロ
ガス
ファンヒーター

乾太くん
ガス温水浴室暖房乾燥機

ガス温水床暖房

ガス衣類乾燥機

地球に  社会に  ヒトに

1 お客さまへお届けするソリューション2 3



再生可能エネルギー電源

• 電気エネルギー(再生可能エネルギー電源によるEV充電)、熱エネルギー(天然ガス自動車やLNG燃料船へのe-メタン供給)および

エネルギーマネジメントサービスを組み合わせることで、低・脱炭素化につながる新たな運輸用エネルギーのソリューションをご提供

運輸用エネルギーのソリューション

船舶を利用のお客さま 車両を利用のお客さま
LNG基地

天然ガス
自動車

LNGバンカリング※1事業イメージ (Ship to Ship 方式)

LNG燃料船
LNGバンカリング船

LNG基地

LNG供給輸送LNG積み込み

LNGバンカリング船

⚫ 現状は、船舶燃料には主に重油が使用されおり、国際海事機関(IMO)は、

2050年頃までにGHG排出量ゼロを目標に設定

⚫ 今後、船舶燃料の低炭素化に向けLNG燃料船の竣工が多数見込まれており、

将来にe-メタンへ置き換えることで、船舶燃料の脱炭素化を目指す

地球に 社会に ヒトに
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※1：岸壁に係留中もしくは錨地に停泊中のLNG燃料船に対して、LNGバンカリング船が接舷してLNGを供給する手法のこと

EVを活用した地域の脱炭素化、利便性・防災性向上のイメージ

太陽光発電

風力発電
再エネと協調したエネルギーマネジメント

統合管理により効率的なエネルギー活用

EV車

平時

災害時
(停電)

防災性向上

系統逼迫の緩和、
再エネ出力抑制
の回避

地域再エネの
開発と供給

EVバス

蓄電池

脱炭素化

利便性向上

シェアリング

EV車
EVバス

避難所

EV充電ソリューション

E V

1 お客さまへお届けするソリューション2 3



送配電ネットワーク

• 個別建物内でのエネルギーマネジメントにて電気・ガスの利用最適化を図りつつ、それらを束ねた地域のバーチャルパワープラント化※1によって、

再生可能エネルギーの有効利用と、季節や時間帯、天候に左右されない地域一体での更なるエネルギー安定供給化との両立を実現

バーチャルパワープラントによる安定供給の実現

太陽光発電＋エネファーム＋EV

太陽光発電＋
エネファーム＋蓄電池

太陽光発電＋
エネファーム

太陽光発電

風力発電

水力発電

原子力発電

火力発電

系統電力需給調整

EMS

溜めて・活かす

再エネで発電

ガスで発電溜めて・活かす

再エネで発電

ガスで発電

再エネで発電

ガスで発電

出力調整

バーチャルパワープラント

アグリゲーションコーディネーター

地球に  社会に  ヒトに

太陽光発電＋コージェネ＋蓄電池

溜めて・活かす

再エネで発電

ガスで発電

節電

再エネで発電

ガスで発電

太陽光発電＋コージェネ＋節電(電力負荷調整）

電気・ガスによる柔軟な出力調整

エネルギー安定供給

EMS

EMS

EMS

EMS

※1：情報通信技術等により、アグリゲーターと呼ばれる事業者が分散電源等を

統合的に制御することで、あたかも一つの発電設備のように機能する仮想発電所のこと

再エネの有効利用
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[

地域共創に関するソリューション

自治体連携

実験集合住宅

「NEXT21」による

緑化の取り組み

SENBOKUスマートシティ

コンソーシアムへ参画し

低・脱炭素、レジリエンス

向上、地域課題の解決

に貢献

30

御堂筋エリアの

脱炭素化と

エリアマネジメントを

通じたエリア価値向上

(御堂筋まちづくり

ネットワーク)

大阪ガス実験集合住宅 NEXT21

「第44回 緑の都市賞」と

「第23回 緑化技術

コンクール」を受賞※3

環境に優しい

ZEH※1マンション

「SCENES シーンズ」や

「URBANEX アーバネックス」

を展開※2

（大阪ガス都市開発）

地球に  社会に  ヒトに

シーンズ京都賀茂川 大阪瓦斯ビルヂング

大阪市 神戸市

京都市 堺市

豊中市 宝塚市

学校連携

「令和5年度青少年の体験活動

推進企業表彰奨励賞」を受賞

京都大学
大学連携

関西大学

龍谷大学 京都産業大学

まちづくり

•CNを目指したエネルギー
利用の検討や共同研究、
グリーン人材の育成

•災害対策など地域の安全・
安心の確保

探究学習

•カーボンニュートラルをテーマに
した探究学習プログラムの提供

次世代教育

•エネルギー環境、防災、食を
テーマに出張授業等を通じた
次世代教育を展開

•脱炭素先行地域への
再エネ・省エネ支援

•エネルギー地産地消
や環境政策の推進

•災害時における連携・
協力体制の構築

小学校への次世代教育
(大阪ガスネットワーク)

中学・高校への
探究学習の提供
(ATOMica連携)

カーボ ン ニュートラ ル 社 会 と
ウェ ルビ ーイ ン グ な 暮 らしの 実 現

• 学校連携や自治体連携、まちづくりを通じてDaigasグループが持つ様々な知見・ノウハウ・技術を地域活性化や地域課題の解決に活かし、

地域の皆さまと一緒に新たなミライ価値を共創していくことでカーボンニュートラル社会とウェルビーイングな暮らしの実現を目指す

※1：「ZEH」とは「Net Zero Energy House (ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス)」の略で、住まいの断熱性能、省エネ性能を向上させ、太陽光発電

などの設備でエネルギーを創ることにより、空調・給湯・照明・換気などの一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅のこと

※2：一部の物件にて展開

hu+g MUSEUM (ハグミュージアム)

•食と住まいの
情報発信拠点

•ガスで叶える豊かな
暮らしを五感で体感
できる施設として、
地域のイベントや
料理レッスン、
セミナーなどを開催

※3：「第44回 緑の都市賞」国土交通大臣賞、

 「第23回 緑化技術コンクール」都市緑化機構会長賞を受賞

1 お客さまへお届けするソリューション2 3
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